
2019/07/07～10  夏合宿Ｂ組 （前泊+2 泊 3日） 

予定（前日移動／1 日目：会津駒ｹ岳／2日目：平ケ岳／3日目：燧ヶ岳） 

                         参加メンバー：Ｌ小野木、福田、辻、山中 4 名 

【前日】 

 メンバー1 名の古希祝いを兼ねて福島の百名山 3つ登頂を目指すべく男 1、女 3 年齢バラバラで向かう。 

折しも梅雨の真っただ中。前日までの天気予報は雨マークありで前途多難か？出発日の午前中はかなりの降雨

だったが pm1：30 出発時には雨も上がり幸先良くスタート。佐久平で買い出しをした後、一路、かつて会津の

秘境と言われた福島県の桧枝岐
ひのえまた

村を目指す。人口 600 人弱、西那須塩原 IC から 70ｋｍあまり、まさしく山の

中である。道中は降ったり止んだり天気を気にしながら桧枝岐
ひのえまた

の道の駅に pm9：30 到着。車中泊の車が 2～3

台。テントを張る場所を探すがここというところ無く建物の軒下を借りることにする。軒下の乾いている所に

車の荷物を全部下してワンボックスカーの後部シートを倒し、女性 3人シュラフに包まれてすぐ就寝。運転手

は助手席と運転席に横になるが狭くて 3回ほどクラクションが鳴った。お尻にベルト止めが当たって痛かった

模様。狭くてごめんね。 

【1日目：会津駒ｹ岳（2133m）】 

 天気曇り。4：30 起床。キャベツ入りラーメンを作って食べ荷物を車に放り込んでいざ出発。 

滝沢登山口バス亭より林道終点まで車で入る事が出来ラッキー！登山口入口の駐車場に先客 4台。 

天気予報は晴れマークもあったがにわかに信じがたい。下山まで降らないことを祈る。登り旗がある木の階段

を上るとジグザグでいきなり急登の道が続く。ブナの巨木に迎えられながらコースのほぼ中間点である水場を

目指す。7：30 道標のある水場で休憩。湧水の水場までは 2分ほど下るようだ。ここからは少しなだらかな登

りとなり歩きやすい。15 分ほど登ると視界が開け墨絵のような山並と雲海が眼下に広がった。少し青空も見

え「さすが晴れ女だねえ！」などと言ってみる。この辺りから高山植物が沢山目を楽しませてくれた。 

マイズルソウ、ゴゼンタチバナ、ツマトリソウ、キヌガサソウ、ミツバオーレン、ショウジョバカマ、エンレ

イソウ、コイワカガミ、ムラサキヤシオ、オサバグサ、ユキザサなど。針葉樹が低くなりまもなく展望ベンチ

に到着。鮮やかなピンクのハクサンコザクラの群生とハクサンシャクナゲ、アズマシャクナゲ、ワタスゲのお

花畑が広がった。木道を歩いて行くとまもなく湿原が現れた。湿原特有の池塘と雪渓を抱いた駒ケ岳が飛び込

んでくる。高台の上の駒の小屋まで木道を登ると大きな雪渓だ。雪渓をトラバースし湿原を横切って駒ケ岳山

頂を目指す。湿原が雪で埋まっている時は道迷いもあるらしい。低い針葉樹林の間を登ると程なく山頂に到着。

先客あり。残念ながら展望無し。本当なら南に燧ケ岳や至仏山が見えるらしいのだが・・・。頭上におびただ

しいトンボの群れがわんさか飛び交っていた。ここで夏を過ごすのね。 

 記念撮影をし下山開始と思った矢先、突然ポツポツと落ちてきた。何と言うこと！自分は上下カッパを着る。

他のメンバーは上だけカッパで傘という人も。リーダーはアマゾンで 400 円弱で買ったと言う頭にかぶる笠を

披露。ちょっとこっけいで笑える。最初は笑って見ていたが手が使えるのでなかなかの優れものかもね・・・。 

 雨のせいで木道が滑りひっくり返りそうになる。去年、木道で転んで手首骨折してるから怖くて恐る恐るゆ

っくり下る。かなり気を使って下っていたはずなのに下山後間もなくちょっと後ろに体重がかかった瞬間左足

の踵が「ズズーっ」と滑って「ドシン」と尻餅をついてしまった。その瞬間、足に激痛が走った。「やばい！ 

やってしまった！！」しばらくして立ち上がり歩いてみたら何とか歩けるか、骨折では無さそう。くるぶしの

辺りが痛いので捻挫か筋の損傷か？？湿布をし包帯を巻いてもらってからテーピングをする。荷物を仲間に分

散。リーダーにザックを持ってもらい何とかゆっくりなら歩けるか？！。少ししてから痛みどめを飲んだらそ



こそこマシに歩けるようになる。登った時とは大違い。中間点の水場までが遠かった。2時間半で下山できる

所を 4時間近くかかり下山 14：00 着。皆、迷惑かけてごめんね。荷物持ってくれてありがとう！！ 

 今日の宿泊予定地「キリンテかわばたキャンピ場」を目指す。キャンプ場にて手続き後テント設営。 

お風呂に入り、コンビニより小さいＪＡの農協で食材購入。すき焼き用の肉とトーフ、明日の行動食用のパン、

カレーの肉とカレールー、保冷用の氷。 

 キャンプ場に戻りご飯を炊く。明日のおにぎりをにぎり、すき焼きパーティー。中身は肉、トーフ、カリフ

ラワー、キャベツ。なんたって肉が高いこと。通常の 2 倍。村に一軒だけの店で 5：30 閉店。食材は本当に少

ない。キャンプ場のオーナーのおばちゃんに聞いたら村人は 2 週間に一度 60ｋ先の沼田まで買い出しに出る

との事。診療所は月曜日だけ、会津若松から医者が来るそうで、病院は 120k 先の会津若松まで行くそうな。 

秘境に住むには元気でないと駄目だね。キャンプ場の宿泊客は渓流釣りの利用者が多いらしい。 

 保冷用の氷でくるぶしを湿布の上から冷やしながらｐｍ8：00 就寝。明日は 10 時間コースの平ｹ岳。仕方な

いけど御留守番。長い 1日になりそう。ご飯焚いてカレー作ってサラダ、フルーツ用意して待っていよう。 

雲海の遠方は日光白根山？          ゴゼンタチバナ         ミツバオーレン  

   ツマトリソウ              マイズルソウ            コイワカガミ 

   ムラサキヤシオ             サンカヨウ          エンレイソウ 

                



 

      キヌガサソウ         ハクサンコザクラ           イワイチョウ 

 

      池塘             池塘の向こうは会津駒ケ岳       丘の上に駒の小屋                             

                     

                

ベニサラサドウダン 

    

                                       

    

          頭にかぶる笠。便利だよ！！            会津駒ケ岳山頂 

 

 

【コースタイム】   

前日 7/7：13：30 茅野出発→佐久ＩＣ→西那須塩原ＩＣ→ 21：30 桧枝岐村道の駅 

 

1 日目 7/8：桧枝岐村道の駅 5：30→滝沢登山口 6：00～水場～展望ベンチ～9：15 駒の小屋～ 

9：30 駒ｹ岳山頂 休憩 下山開始 10：00～駒の小屋～水場～14：00 滝沢登山口 

 

キリンテかわばたキャンプ場 テント設営 お風呂 テント泊  8 時就寝 

夜、かなり雨が降っていた。 


